


平成18年７月19日から23日にかけて薩摩地方北部を中心に発達した梅雨前線の影響により、
川内川流域では総雨量1,165ｍｍ（西ノ野雨量観測所）に及ぶ記録的な豪雨となりました。 
 
この豪雨により全水位観測所15箇所のうち11箇所で観測史上最高水位、７箇所に　 
おいては計画高水位を超える水位を観測し、川内川本支川において136箇所の浸水　 
被害が等発生しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 

川内川の上流から下流に至る流域の３市
２町（薩摩川内市、さつま町、伊佐市〈
旧大口市、旧菱刈町〉、湧水町、えびの
市）の約５万人に避難勧告等が発令され
浸水面積約2,777ｈａ、浸水家屋2,347戸
に及ぶ甚大な被害が発生しました。　　
　 　 　 　 　 　 　







sendaigawa@city.isa.lg.jp

平成１８年７月豪雨による深刻な被害軽減を図るため河川
改修によるハード対策のみならず流域全体でのソフト対策につ
いて、学識経験者・専門家・流域代表者・マスコミ関係者によ
り検討を行い、自助・共助・公助の役割分担について、提言が
取りまとめられ、これから具体的なアクションプログラムを策
定します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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